
1．はじめに 

  今日の高度情報化時代においても、伝統的
な縦書きモンゴル語による電子化されたデー

タベースは未だ存在しない。最大の原因は、

モンゴル語の文字変形が複雑でコンピュータ

上で扱う方式が確立していないためである。 
筆者らは、モンゴル語をコンピュータ上で

扱う方式を確定するため、モンゴル語文字コ

ードの問題を解決し、モンゴル語入出力イン

タフェースを実現した[10]。 
本研究では、この入出力インタフェースを

利用してモンゴル語新聞記事を電子化し、全

文検索システムを構築した。 
 以下、２.で全文検索システムについて説明
し、３.で既存のモンゴル語文字コードと本研
究の文字コードについて説明し、４.で入出力
インタフェースについて説明する。 

２．モンゴル語全文検索システム 

全文検索システムは、文書集合全体から検

索質問に適合する文書を探し出すシステムで

ある。 
本研究で実現したモンゴル語全文データ検

索システムの構成を図 1に示す。 
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図１  モンゴル語全文検索システムの構成

 
本研究で利用するモンゴル語全文データを

作成するために、筆者らが提案した入力方式

[10]によって、内モンゴル自治区においてモ
ンゴル語で発行されている「内蒙古日報」の

新聞記事を３０件を人手で入力した。 
全文検索システムの検索方法には逐次検索

と索引検索の 2種類がある[8]。逐次検索は検

索質問を与える度に検索質問と文書内の文字

を１文字ずつ照合することによって検索質問

に適合する文書を探し出す。このため、検索

する対象データが大規模化すると効率が悪い。 

索引検索は、検索する対象データに予め索

引を作成し、索引を用いて検索を行うため、

対象データの規模が大きくなっても効率が低

下しない。本研究では検索システムの効率を

重視して索引検索方法を採用した。 

  2.1 索引ファイルの生成 

図 2 や図 4 に示すように、モンゴル語は分

かち書きされているため、語の検出は日本語

より容易である。よって、文書の中の単語を

特定して抽出することにより索引を生成でき

る。しかし、文書の中から抽出された単語の

全てが文書を特徴付ける索引とは限らない。

特に、語と語の関係を表す機能語は文書の内

容を特徴付けることができない。例えば、助

詞や助動詞などが単語として抽出されても索

引語には相応しくないので、不要語と呼ぶ。

文書の内容を特徴つける上で重要な内容を表

すことができる単語を内容語と呼び、索引語

に相応しい。この索引語を抽出する作業を索

引ファイルの生成と言う。 

モンゴル語は表音文字であり、単語が英語

のように空白で区切られている。この空白に

よって単語を抽出することができる。しかし、

モンゴル語の助詞、助動詞などの文書の内容

を特徴付ける上で重要ではない語を不要語と

して削除しなければ検索効率に影響する。そ

こで、本研究では不要語リスト（表１）を作

成した。 
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表１ 不要語リスト 

モンゴ
ル文字

日本語
の意味

モンゴ
ル文字

日本語の
意味

@iz の iy を

tW に oz の

baR で W の

@iaR で baiiJay でした

@iaz を baiiz nZ です

Toqay ついて BOalb aZ なる

baZ と BOalJ ay なった

YoH だった  @Lof gZ と

@ Muz だ  @LokAZ と

y を  Tay と  
 

2.2 検索質問の処理 

  実際の検索エンジンを調査した結果、入力

される検索キーワードの数が少ない。例えば、

インタネット上の WWW サイトの検索エンジン

Excite（http://www.excite.com）に入力され

る索引語の平均は 2.35 である[4]。よって、

本システムでも、ユーザが少数のキーワード

を入力することを想定している。 

ユーザがキーワードを入力する時に誤りが

ないとは限らないため、入力したキーワード

が正しいかどうかを確認する必要がある。ユ

ーザがアルファベット（モンゴル語の読み）

を入力しリターンキーによって確定するごと

に、システムは入力されたアルファベットを

モンゴル文字に変換する。この際、アルファ

ベットとモンゴル文字をテキストボックス上

に併記して表示する。この結果、ユーザは画

面上のモンゴル文字とアルファベットの綴り

が合っているかどうかを確認することができ

る。 

2.3 検索モデル 

検索モデルには、ブーリアンモデルを採用

した。しかし、ブーリアンモデルでは検索結

果に順次付けることが出来ない。文書の中で

出現頻度が高い語は、その文書の内容に対し

て重要である。そこで、本システムでは索引

ファイルを生成するとき、索引語の出現頻度

を予め索引ファイルに付与する。よって、出

現頻度の高い方から出力する。 

2.4 検索結果 

検索結果は検索質問に適合する新聞記事を

ID、新聞名、年月日、曜日、タイトル、記事
の順に表示する。例えば、図２のようになる。 
 

図２　検索結果の例
 

 
 このシステムを実現するためには、先ずモ

ンゴル語文字コードの問題を解決し、入出力

インタフェースを実装しなければならない。

そこで、以下３．で文字コードの問題を解決

する方法について説明し、４．で入出力イン

タフェースの実装方法について説明する。 

３．モンゴル語文字コード 

自然言語によるデータを電子化して情報処

理を行うとき、先ずその言語を表記する記号

である文字コードの設定が必要である。既存

の文字コードを分析した結果、文字コードに

様々な欠点があり、モンゴル語の全ての情報

を電子的に保存できないことがわかった。そ

こで、既存の文字コードを利用せず、モンゴ

ル語の読みをローマ字で入力してアスキーコ

ードで保存する方式を提案した[10]。その結
果、モンゴル語の発音情報を失わず保存でき、

情報処理に適したデータベースが実現できる。 



4．モンゴル語入出力インタフェース 

データベースの構築には、入出力インタフ

ェースが重要である。入出力インタフェース

によってキーボードからデータを入力したり、

コンピュータ中のデータを出力できることが

重要である。この入出力インタフェースの実

装において、重要なのは入力方式である。 

4.1 既存の入力方式 

代表的な入力方式として、次の 2 種類を紹
介する。 
１）先ずドイツのベルリン自由大学の Corff 

Oliver が提案した入力方式（Corff 方式）が
ある[7]。この方式ではモンゴル語の７つの母
音を５つの文字で入力して、形が同じ文字を

一つの文字として扱う。モンゴル語では 7 つ

の母音 @a @ @i @o @o @u @u において
4 と 5 番目、6 と 7 番目の形が同じでもそれ
ぞれ発音が異なる。そのため Corff 方式は同
形異音文字を区別できないという問題がある。 
２）中国の内モンゴル大学で作られた入力

方式（内大方式）がある[1]。内大方式ではモ
ン ゴ ル 語 の 7 つ の 母 音 

@a @ @i @o @o @u @u を区別して A, E, 

I, 0, O, V, U で入力する。また、子音をそれ
ぞれ区別して入力するので同形異音文字を区

別することができる。しかし、この方式では

同形異音文字を区別するために数字のゼロを

用いて、4番目の母音 @o を入力しているた
め、文字と数字が混在するデータを扱うこと

が困難である。 

4.2 本研究の入力方式 

4.1 で説明したように既存の入力方式を直
接利用すると多少問題がある。しかし、内大

方式は母音と子音の同形異音文字を区別して

おり、モンゴル語の特徴を表現することがで

きる。よって、この入力方式を改良すること

で利用価値が高まる。そこで、本研究では内

大方式を改良して利用することにした。内大

方式の @o をアルファベット大文字の Oで入

力する。キーボード入力するとき利便性のた

め、内大方式のほとんどがアルファベットの

大文字で入力しているのを、本研究では全て

小文字で入力する。ただし、大文字はモンゴ

ル文字の特殊な形を表すために用いる。例え

ば、ｄとｔの語中形 T や語尾形の T/ をそ
れぞれ Dと Tで入力する。また、文字の表記
をなるべくアルファベットに限定して他の記

号を用いないようにするために、子音 SX は
ｘで入力する。内大方式ではこの文字を$で入
力する。 
モンゴル語は表音文字であり、また文字が

語頭、語中、語尾の位置によって形が変わる

ため、入力の時に語中の位置を指定する必要

がある。本研究では、スペースキーによって

単語を区切る。即ち、スペースの後ろにある

文字は語頭形で、スペースの前に入る文字は

語尾形を表して、前後に文字がつながってい

る文字は語中形と判断することができる。 
 

 
 

 
   図 3 データ保存形式の例 
 
そこで、改良した方式によって入力された

データをモンゴル語で出力する。しかし、保

存する方式に既存の文字コードを利用すると

同形異音文字を区別できない。特に、アリガ

リ文字が表現できないなどの問題がある。そ

こで、本研究では同形異音文字を区別し、ア

リガリ文字も扱うため、モンゴル語の読みを

ローマ字で入力する方式とした。この結果、

モンゴル語の読み情報が失われず、同形異音

文字を区別でき、アリガリ文字の情報も保存

できる。 
この方式による入力データの内容は図３の

ようにアスキー文字で保存される。出力画面



は図 4のようになる。 
 

 
図 4 出力画面の例  

 
5.終わりに 

本研究では、モンゴル語の読みによる入出

力インタフェースを実装し、モンゴル語全文

検索システムを実現した。しかし、本システ

ムではモンゴル語の発音情報に注目して検索

するため、字形による検索を行うことができ

ない。 

今後の研究課題として、データ量を増やし

て、検索システムの性能評価を行う必要があ

る。また、発音情報を扱うだけではなく字形

による検索も可能にする必要がある。 
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